
道徳－２（第２学年） 児童が道徳的価値にかかわる自分の感じ方や考え方を表現する場を工夫した事例 

【学習活動の概要】     

１ 主題名 いきもののきもちになって （動植物愛護） 
２ 資料名 アゲハチョウが とんだ 文部省 小学校 思いやりの心を育てる指導 
３ ねらいとする道徳的価値について 

文明が高度に発達した現代では忘れられがちであるが，人は自然の中で生かされている。自然と豊か

につながることで，命を感じること，感性や情緒の発達，自然と共に生きていくことなど，人間として

の正しい成長が望まれるのである。自然体験が減った現代だからこそ，自然と触れ合うすばらしさを通

して，動植物を慈しみ，全体で共に生きていこうとする素地を，児童に育んでいく必要がある。第２学

年の児童は動植物に心で語りかけ，つながりを求めていくことができる。動植物をいたわり，真心をこ

めて接していく姿勢を養っていきたい。 
４ 資料 

心を込めてチョウの世話をする生き物係のゆうじたちの姿が，児童の実態に重なる資料である。ゆう

じたちのチョウに対する思いが表現されていることで，ゆうじたちの立場で生き物とのかかわりを考え

ていくことができる。チョウの世話をしてきたゆうじと，チョウを気遣うとしおたちに視点をあて，そ

の思いを想像する授業を構成する。ゆうじたちの共感は生き物を慈しむ思いを追体験させることができ

る。また，としおたちへの共感は生き物の生命を尊重しようとする思いを児童の心に生み出していく。

本時で扱う自然愛・動植物愛護は，児童にとって大変身近な内容であり，自己の振り返りも容易で，豊

かな話合いになることが期待される。そこで資料を通した話合いの時間をしぼり，自己の振り返りの時

間を多く取ることで互いの経験を共有し，深めていく。 

５ 本時の学習活動 

【ねらい】 動植物の命を慈しみ，大切にしながらかかわろうとする心情をはぐくむ。 
 主な学習活動と予想される児童の反応 指導上の留意点 
導

入 
1．身の回りの生き物について，意職を広げる。 
○学校では，どんな生き物と触れ合っているか。 

○学校全体の生き物とのかかわりを想

起させ，意識付ける。 
 
 
展 
 
 
 
開 

２．「アゲハチョウが とんだ」を読んで，話し合う。 
①ゆうじはどんな気持ちでアゲハチョウの世話をしてき

たのか。 
②窓の下でふろしきを広げているとしおたちはどんなこ

とを考えていたか。 
③ゆうじはどんな気持ちで「うまくとぶんだよ。」と言っ

たのか。 
 
３.自分と動植物とのかかわりについて，振り返る。 
○これまで生き物を心から大切にしたことはあるか。その

ときはどんなことを考えていたか。 

・幼虫からさなぎまでアゲハチョウの

世話をしたゆうじに共感させる。 
 
○アゲハチョウを気遣うとしおたちの

思いや願いを想像させる。 
○慈しみの気持ちを多様に表現できる

ようにする 
 

● 言語活動の充実 

自分の考えを表現する喜びを感じな

がら，友達の多様な考えに触れるこ

とができるよう，自己の振り返りで

対話を取り入れる。 
 

 
終

末 
４．学習のまとめをする。 
○教師の説話を聞く。 

 

 



【解説】 

【指導事例と学習指導要領との関連】 

 小学校学習指導要領・道徳の第２内容の第 1学年及び第 2学年の「３－⑵ 身近な自然に親しみ，動植

物に優しい心で接する。」に関する事例である。 

 本事例は，動植物愛護の心情を育てることをねらいとして，児童の対話を重視して互いの考えを交流す

る場を工夫したものである。 

【言語活動の充実の工夫】 

 本実践では，道徳の時間の特質である道徳的価値の自覚を深めることを押さえて，道徳的価値を自分な

りに発展させていくことへの思いや課題を培うために，展開段階において，児童に「生き物のことを大切

に思ったこと」を振り返らせる。 
児童が自分自身を振り返る学習で言語活動を工夫し，はじめに自分のことを振り返った後に，対話を重

視して２人組でそれぞれの考えを交流する。一人一人の振り返りの内容は，自分の経験を，つたないなが

らも自分の言葉で表現することができるようにする。自分の思いを話すことだけでなく，友達の考えを聞

くことにより，互いに刺激を受け合い，生き物や動植物への思いを深めたい。  
低学年の段階から，様々な学習の中で，道徳の時間の特質を踏まえて，かかわり合いながら互いに高め

合う姿勢を育むために言語活動を工夫することは大切である。 

○言語活動の実際 （展開３の概要） 

思考→ペアでの話合い→全体での話合い 

Ｔ１ みなさん,よくゆうじくんやとしおくんたちになりきって考えられましたね。優しい思いがたくさ
ん聞かれました。 
今度はみんなのことを聞いてみます。みんなはたくさんの生き物と一緒に過ごしていたね｡みんな

は，心から生き物のことを大切に思ったことはあるかな。考えてみよう。 
Ｃ１ わたしは，ひまわりが枯れそうだったから，水を一生懸命あげてたら，元気になった。アサ

ガオも大切にお世話しているよ。 
Ｃ２ ぼくは，パンジーの花が枯れそうになったとき,丁寧に水をかけたら，なおった。 
Ｔ２ どんな気持ちだったかな。 

Ｃ２ きれいに咲いたから，わたしもうれしかった。 
Ｃ２ アサガオのお世話もしているの。 
Ｃ５ アサガオに水をたくさんあげている。 

Ｔ３ みんな，草や花を本当に大切にしているんだね。一生懸命世話をしている人はいますか。 

Ｏ 全員が挙手。 
Ｔ４ では，虫や犬みたいな生きものを大切に思ったことはありますか。 

Ｃ６ チャボと遊んだとき，足を怪我していたから小屋にかえしてあげた。 
Ｔ５ どんな気持ちでやったのですか。 

Ｃ７ かわいそうだった。 
Ｃ８ カブトムシを飼っているけど，けんかをして穴が空いてかわいそうだった。 
Ｃ９ モンシロチョウが幼虫のとき，野菜を育てていたら逃げてしまった。でも，葉っぱにもどっ

て  
チョウになってよかった。 

C10 朝ご飯のとき，アサガオが揺れていて，学校で風が吹いたとき，心配になった。 
C11 水槽を洗ってきれいにしようと思ったら，金魚が水槽からでてしまった。みんなが「大丈夫」 
と言ってくれてうれしかった。 

Ｔ７ みんなは,たくさんの生き物を大切にしていて，とてもうれしい気持ちになりました。 
思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類： ①，⑥ 
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